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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第３四半期の業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第３四半期 1,764 － 689 － 657 － 486 － 

28年３月期第３四半期 － － － － － － － － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第３四半期 92.73 91.96 

28年３月期第３四半期 － － 

（注）１．当社は、平成28年３月期第３四半期については四半期財務諸表を作成していないため、平成28年３月期第３四

半期の数値及び平成29年３月期第３四半期の前年同四半期増減率については記載しておりません。 

２．当社は、平成28年７月８日付で株式１株につき50株の株式分割を行っております。当事業年度の期首に当該株

式分割が実施されたと仮定して１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算出し

ております。 

３．当社は、平成28年12月15日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額は、新規上場日から平成29年３月期第３四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなし

て算定しております。 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第３四半期 5,008 4,709 94.0 789.52 

28年３月期 3,187 2,741 86.0 530.18 
 
（参考）自己資本 29年３月期第３四半期 4,709 百万円   28年３月期 2,741 百万円 

（注）１．当社は、平成28年２月８日付で株式１株につき50株、平成28年７月８日付で株式１株につき50株の株式分割を

行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が実施されたと仮定して１株当たり純資産を算出しており

ます。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 0.00 － 517.00 517.00 

29年３月期 － 0.00 －     

29年３月期（予想）       35.00 35.00 

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

２．当社は、平成28年７月８日付で株式１株につき50株の株式分割を行っておりますが、平成28年３月期の期末配

当金については、当該株式分割前の実績を記載しております。 

 



 

３．平成29年３月期の業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 2,411 19.8 947 21.1 981 20.7 710 32.8 129.93 

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

２．当社は、平成28年７月８日付けで普通株式１株につき50株の割合で株式分割を行っておりますが、当事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。 

３．当社は、平成29年１月13日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる売出しに関連する第三者割当有

償増資を行い、普通株式238,500株を発行しております。このため、平成29年３月期の１株当たり当期純利益

については、発行後の株式数で算定しております。 

 
※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期３Ｑ 5,965,000 株 28年３月期 5,625,000 株 

②  期末自己株式数 29年３月期３Ｑ － 株 28年３月期 455,000 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 5,249,500 株 28年３月期３Ｑ － 株 

（注）１．当社は平成28年２月８日付で株式１株につき50株、平成28年７月８日付で株式１株につき50株の株式分割を

行っております。そのため、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、

期末自己株式数並びに期中平均株式数を算定しております。 

２．当社は、平成28年３月期第３四半期については四半期財務諸表を作成していないため、期中平均株式数を記

載しておりません。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、企業業績については緩やかな回復基調にあるものの、英国のＥＵ

離脱の決定、中国や新興国経済の減速等の不安要素が金融市場の不安定な動きを誘い、先行き不透明な状況が続い

ております。一方で、企業の求人意欲は衰えず、厚生労働省が発表する有効求人倍率は、平成28年12月時点で1.41

倍という高水準を依然として維持しております。（「一般職業紹介状況（平成28年11月分）について」厚生労働省

調べ）

 このような経済環境の中、当社の人材紹介事業については、弁護士、公認会計士、税理士等の専門性の高い人材

の紹介実績が堅調に推移したことに加え、その他の有資格者や管理部門職種経験者の紹介実績が大きく増加し、こ

の結果、当第３四半累計期間における売上高は1,764,082千円、営業利益は689,091千円、経常利益は657,476千

円、四半期純利益は486,781千円となりました。 

 

 なお、第３四半期累計期間における売上高の構成割合は以下のとおりであります。 

(単位：千円）

売上構成 紹介実績

当第３四半期累計期間

（自 平成28年４月１日

 至 平成28年12月31日）

人材紹介売上高

一般企業向け（注）２．紹介実績 1,254,822

専門組織向け（注）３．紹介実績 500,348

小計 1,755,170

うち、有資格者（注）４．紹介実績 520,198

その他売上高等（注）５. 8,911

合計 1,764,082

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．一般企業向けとは、一般企業の管理部門（経理、財務、人事、総務、法務、経営企画等）に対する

紹介を対象としております。

３．専門組織向けとは、会計事務所、税理士法人、監査法人、法律事務所、その他コンサルティングファー

ム等、一般企業以外の組織に対する紹介を対象としております。

４．有資格者とは、弁護士（司法試験合格者及び司法修習生含む）、公認会計士（会計士補及び公認会計士

試験合格者を含む）、税理士（未登録含む）を対象としております。

５．その他売上高等には返金引当金繰入額を含んでおります。

 

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の分析

 当第３四半期会計期末における資産につきましては、主に東京証券取引所マザーズ市場への新規上場に伴う新株

発行及び自己株式の処分により現金及び預金が2,018,273千円増加した一方で、有価証券が152,660千円減少し、結

果として前事業年度末に比べ1,820,938千円の増加となりました。

 負債につきましては、主に未払法人税等が71,103千円減少したことに加え、未払金の減少等により流動負債のそ

の他が49,653千円減少した結果、前事業年度末に比べ147,515千円の減少となりました。

 純資産につきましては、主に東京証券取引所マザーズ市場への新規上場に伴う新株発行及び自己株式の処分によ

り資本金が325,312千円、資本剰余金が991,250千円増加し、自己株式が204,750千円減少したことに加え、四半期

純利益486,781千円の計上等より、前事業年度末に比べ1,968,454千円の増加となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年12月15日付の「東京証券取引所マザーズ市場への上場に伴

う当社決算情報等のお知らせ」で公表しました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税制の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。

 

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。 
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(平成28年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 994,981 3,013,255 

売掛金 86,815 94,840 

有価証券 152,660 － 

その他 85,768 60,635 

貸倒引当金 △677 △740 

流動資産合計 1,319,548 3,167,990 

固定資産    

有形固定資産 117,866 104,890 

無形固定資産 27,382 75,124 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,532,563 1,470,956 

その他 206,833 206,170 

貸倒引当金 △16,396 △16,396 

投資その他の資産合計 1,723,001 1,660,730 

固定資産合計 1,868,249 1,840,745 

資産合計 3,187,797 5,008,735 

負債の部    

流動負債    

未払法人税等 157,458 86,355 

返金引当金 14,125 12,093 

賞与引当金 60,875 36,645 

その他 202,681 153,027 

流動負債合計 435,141 288,122 

固定負債    

その他 11,631 11,135 

固定負債合計 11,631 11,135 

負債合計 446,773 299,257 

純資産の部    

株主資本    

資本金 20,000 345,312 

資本剰余金 － 991,250 

利益剰余金 2,867,808 3,301,132 

自己株式 △204,750 － 

株主資本合計 2,683,058 4,637,694 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 57,965 71,783 

評価・換算差額等合計 57,965 71,783 

純資産合計 2,741,024 4,709,478 

負債純資産合計 3,187,797 5,008,735 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

売上高 1,764,082 

売上原価 3,901 

売上総利益 1,760,181 

販売費及び一般管理費 1,071,089 

営業利益 689,091 

営業外収益  

受取利息及び配当金 12,474 

有価証券売却益 306 

その他 1,738 

営業外収益合計 14,519 

営業外費用  

株式公開費用 16,739 

有価証券償還損 20,496 

投資事業組合運用損 3,482 

支払手数料 4,116 

その他 1,300 

営業外費用合計 46,135 

経常利益 657,476 

特別利益  

保険解約返戻金 46,150 

特別利益合計 46,150 

特別損失  

固定資産除却損 242 

特別損失合計 242 

税引前四半期純利益 703,383 

法人税、住民税及び事業税 204,755 

法人税等調整額 11,846 

法人税等合計 216,601 

四半期純利益 486,781 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年12月15日における東京証券取引所マザーズ市場への株式上場に伴い、平成28年12月14日を払込期

日とする一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株発行及び自己株式の処分を行ったことにより、

資本金が325,312千円、資本剰余金が991,250千円増加し、自己株式が204,750千円減少しております。この結果、当

第３四半期会計期間末において資本金は345,312千円、資本剰余金は991,250千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

当社は、人材紹介事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象）

第三者割当増資による新株発行

 当社は、平成28年11月11日及び平成28年11月28日開催の取締役会において、オーバーアロットメントによる売

出しに関連して、野村證券株式会社が当社株主である有本隆浩より借り入れた当社普通株式の返還に必要な株式

を取得するため、同社を割当先とする第三者割当増資による新株発行を決議しておりましたが、平成29年１月13

日に払込が完了いたしました。概要は以下のとおりであります。

（１）募集株式の種類及び数

 当社普通株式 238,500株

（２）割当価格

 １株につき1,913.60円

（３）割当価格の総額

 456,393千円

（４）増加する資本金

 228,196千円（１株につき956.80円）

（５）増加する資本準備金

 228,196千円（１株につき956.80円）

（６）割当先及び割当株式数

 野村證券株式会社 238,500株

（７）申込株数単位

 100株

（８）払込期日

 平成29年１月13日

（９）資金の使途

 今回の第三者割当有償増資による手取額456,393千円につきましては、設備資金として①コミュニケーション

プラットフォームの開発投資、及び運転資金として②広告宣伝費、③人材採用費等に充当する予定であります。
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